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戦
争
法
案
Ｎ
Ｏ
！

昼休みパレード

外
技
工
（
特
に
増
加
傾
向
の
中

国
）
に
依
存
す
る
こ
と
に
な

り
、
質
の
担
保
が
で
き
な
く
な

る
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。で
は
、な
ぜ
技
工
士
は
減
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

も
っ
と
も
困
る
の
は
誰
？

　

厚
労
省
が
定
め
て
い
る
「
歯

科
診
療
報
酬
」
の
低
さ
に
、
お

お
も
と
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。

歯
科
技
工
物
に
か
か
る
材
料
費

を
差
し
引
い
た
、
技
工
労
働
の

対
価
が
適
正
に
評
価
さ
れ
て
い

　

「
歯
科
技
工
士
」
と
い
う
職

業
は
、
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
何
ら
か
の
原
因
で
歯
が
な

く
な
っ
て
噛
め
な
く
な
っ
た
患

者
さ
ん
に
、
補ほ

綴て
つ

物ぶ
つ

（
入
れ

歯
、
差
し
歯
、
冠
な
ど
）
を
作

製
す
る
職
業
で
、
高
度
な
技
術

が
求
め
ら
れ
る
い
わ
ば
職
人
で

す
が
、
今
そ
の
技
工
士
が
不
足

し
て
多
く
の
歯
科
医
院
が
困
っ

て
い
ま
す
。

絶
滅
危
惧
種
並
み
?!
の

日
本
の
歯
科
技
工
士

　

近
年
、
歯
科
技
工
士
専
門
学

校
の
閉
鎖
や
定
員
割
れ
な
ど

で
、
技
工
士
を
志
す
学
生
が
急

激
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
離
職
率
が
30
歳
以
下
で
約

８
割
と
、
若
い
技
工
士
の
離
職

率
が
非
常
に
高
い
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。
歯
科
技
工
士
の
年

な
い
た
め
、
経
営
的
に
成
り
立

た
ず
技
工
士
の
劣
悪
な
労
働
実

態
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
調
査
に
よ
る
と
、
技
工
士
の

平
均
労
働
時
間
は
週
53
・
５
時

間
（
自
営
技
工
士
の
平
均
は
61

・
０
時
間
、
技
工
所
や
歯
科
医

院
な
ど
の
勤
務
者
は
48
・
３
時

間
）
で
し
た
。
技
工
士
不
足

は
、
長
時
間
労
働
と
低
賃
金
が

離
職
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

歯
科
技
工
士
の
こ
の
よ
う
な

状
況
が
続
い
て
、
不
幸
に
な
る

の
は
誰
な
の
で
し
ょ
う
？　

志

半
ば
で
立
ち
去
る
技
工
士
な
の

か
、
質
を
担
保
し
た
技
工
物
が

手
に
入
ら
な
い
歯
科
医
師
な
の

か
。一
番
困
る
の
は
、良
質
な
歯

科
医
療
提
供
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
患
者
さ
ん
な
の
で
は
な
い

か
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」

署
名
へ
の
協
力
を

　

民
医
連
歯
科
は
、
こ
れ
ら
の

実
態
を
広
く
知
ら
せ
政
府
へ
の

は
た
ら
き
か
け
を
す
す
め
よ
う

と
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
に
結
集
し
て

い
ま
す
。
署
名
・
宣
伝
行
動
を

は
じ
め
、
厚
労
省
交
渉
や
議
員

要
請
行
動
を
通
じ
て
国
の
医
療

費
削
減
政
策
に
対
し
て
、
あ
き

ら
め
ず
に
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
」
の

実
現
を
求
め
る
請
願
署
名
に
ぜ

ひ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 

〈
耳
原
歯
科
診
療
所
〉

齢
構
成
で
は
50
歳
以
上
が
３

分
の
１
を
占
め
て
お
り
、
今

後
十
数
年
で
大
半
が
離
職
す

る
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
民

医
連
の
み
な
ら
ず
日
本
に
お

け
る
技
工
士
数
自
体
が
激
減

し
ま
す
。
高
齢
社
会
化
が
進

む
中
で
、
入
れ
歯
な
ど
の
需

要
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
国
内
の
技
工
士
で
は

対
応
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
海

技工士の　　　　　
「いま」と「これから」

事例　その５

シリーズシリーズ

現場からの現場からの
視点視点

　

安
倍
自
公
政
権
は
憲
法
学
者
が
口
を
揃
え

て
「
安
保
法
制
は
違
憲
だ
」
と
示
し
、
世
論

調
査
で
も
多
く
の
国
民
が
納
得
し
て
い
な
い

「
戦
争
法
案
」
を
強
行
採
決
す
る
と
い
う
暴

挙
に
出
ま
し
た
。

　

連
日
、
全
国
各
地
で
何
千
、
何
万
と
い
う

人
々
が
街
頭
で
、
地
域
で
、
職
場
で
声
を
あ

げ
続
け
て
い
る
中
で
の
国
民
無
視
の
暴
挙
で

す
。

　

安
倍
政
権
は
こ
れ
以
上
の
世
論
の
高
ま
り

を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
採
決
の
強
行
に
逃
げ
込

む
し
か
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
国
民
の
世

論
と
運
動
が
、
確
実
に
追
い
詰
め
て
い
る
の

で
す
。

　

同
仁
会
は
こ
の
暴
挙
に
対
し
大
き
な
怒
り

を
も
っ
て
抗
議
し
ま
す
。
国
の
針
路
を
決
め

る
の
は
一
部
の
政
治
家
で
は
な
く
、
主
権
者

で
あ
る
私
た
ち
国
民
で
す
。
国
民
主
権
を
高

ら
か
に
謳
う
憲
法
違
反
の
「
戦
争
関
連
法
」

を
廃
案
に
す
る
ま
で
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
な

く
声
を
上
げ
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
、
全

て
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
す
。

● お金の心配をせず、歯科医
療が受けられるよう、窓口
負担割合を引き下げてくだ
さい。

● 保険のきく歯科治療を増や
してください。

● 国の歯科医療にかかわる予
算を増やしてください。

請 願 項 目

　

同
仁
会
を
は
じ
め
と
す
る
５
者
共
闘
は
、
７
月
３
日
付
で
「
戦
争
へ
の
道
に
つ
な

が
る
安
保
関
連
法
に
反
対
し
行
動
に
立
ち
上
が
ろ
う
」
と
全
構
成
員
へ
の
ア
ピ
ー
ル

を
発
表
し
ま
し
た
。

「
安
保
関
連
法
案
」　

「
安
保
関
連
法
案
」　  

衆
議
院
で
強
行
採
決

衆
議
院
で
強
行
採
決

国
民
主
権
を
無
視
し
た
暴
挙
に
抗
議
し

国
民
主
権
を
無
視
し
た
暴
挙
に
抗
議
し

廃
案
に
向
け
さ
ら
な
る
運
動
を
！　
　

廃
案
に
向
け
さ
ら
な
る
運
動
を
！　
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【全構成員へのアピール】

命を守る立場で戦争法案に
反対し、行動へ立ち上がろう

2015年７月３日
　社会医療法人同仁会　理事長　斉藤和則
泉州保健医薬研究所　代表取締役　森本泰行
社会福祉法人ひまわり会　理事長　岡本裕宏

健康友の会みみはら　会長　森島嘉之
耳原病院労働組合　執行委員長　米村晴美

　この夏広島長崎への原爆投下、日本の敗戦と第二次世界大戦終了70年を迎えま
す。今、日本はこのまま平和条項を持つ憲法を維持するのか、憲法を戦争可能と
「解釈」し憲法改定に向かうかの岐路にあります。
　安倍自公政権は、財政不足を理由に急性期のベッド削減、要支援者の介護保険は
ずし、入院給食自己負担の引き上げ、紹介状なしの大病院受診の保険外負担導入な
ど、次々と社会保障分野の削減を推進しています。さらに75歳以上の患者負担２割
化、救急車の有料化まで狙われています。
　一方で今年度の軍事費は５兆円を超え、武器輸出解禁とした事で日本は先進技術
を持つ軍事産業国となりました。沖縄県民が明確に反対の意思を示す辺野古への米
軍基地移設を強硬、日米ガイドラインを改定し自衛隊による米軍支援を世界規模に
広げる約束をするなど、戦争する国づくりが進められています。社会保障の解体と
憲法を変えて戦争する国へと向かおうとする安倍自公政権は、命と健康を守る現場
を担い、安心して住み続けられるまちづくりをすすめ、働く者の権利と国民医療を
守ろうとする私たちのめざすものとは相容れないものです。

　今国会で審議されている戦争法案は、自衛隊が戦闘地域も含め「地球上のどこで
でも」米軍をはじめとする他国軍への軍事支援を可能とし、「密接な関係にある他
国への武力攻撃」があれば、時の政府の判断で自衛隊は参戦し武力行使が出来ると
いうものです。多くの憲法学者や元法制局長官が「違憲」と主張しており、圧倒的
多数の憲法学者も「違憲」との判断を表明する中、限界を突破するために憲法改定
をゴリ押ししようとする愚行に対し、全国各地で自主的・自発的な「戦争法案
NO！」の行動が相次いでいます。各マスコミの世論調査でも半数を超える国民が
「戦争法案に反対」の意思を示しています。しかし、米国に今夏までに安保法制成
立を約束した安倍政権は、戦争法NOの国民世論の拡がりを無視するかのように９
月27日までの大幅会期延長を強行し、今国会での法案成立に執着しています。

　私たちは、命や暮らし、何よりも人を大切にする立場から、組織として戦争法案
に反対します。戦後70年守り抜いてきた憲法の価値を理解し、戦争法反対の行動に
多くの仲間が立ちあがり参加することを心から呼びかけるものです。
 ＝ 以 上 ＝

　総合病院の整形外科では事前予約の患者さまの診
察を優先していたため、予約なしで直接来院された
方の待ち時間が大変長くなっていました。
　そこで９月（９月７日）より「みみはら高砂クリ
ニック」に整形外科外来を開設します。

高砂クリニック整形外科　
　９月７日（月）より開設
　毎週（月）（水）　※祝日は休診
　受付時間帯　　午後１時30分～３時30分

　「整形外科受診が初めての方」または「総合病院整
形外科の最後の受診から１年以上経過している方」は
みみはら高砂クリニックの整形外科を受診下さい。
※ 他の医療機関からの紹介状をお持ちの場合は、総合
病院の「紹介センター（TEL072-241-0324)」にお電話
下さい。総合病院整形外科の予約をおとりします。

受診予約のない整形外科受診を
希望される患者さまへ

９月より　みみはら高砂クリニックに
整形外科外来を開設します

お知らせ


